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教会学校礼拝・こどもれいはい お休みのお知らせ

新型コロナ感染拡大の情勢は名古屋市内でも収束の兆しが見られないため、

４月12日（日）～５月３日（日）の教会学校礼拝・こどもれいはい・分級を休止

します。

４月12日（日）は「イースター」。十字架につけられたイエスさまが復活したことをお祝いす

る日で、名古屋新生教会の教会学校では例年「たまご探し」を行ってきました。今年は新型コロ

ナ情勢により中止します。参加を予定して楽しみにしていた人もいるかと思います。情勢がよく

なった時期には、教会学校としての行事を計画しますので、その際にはぜひご参加ください。

新型コロナ情勢の一日も早い収束と、みなさまの安全・健康をお祈りしています。そして、ま

た教会で会えることを楽しみにしています。

教会学校礼拝・こどもれいはい は休止しますが、礼拝予定の聖書箇所を載せておきますので、

お読みいただけたら幸いです。

４月12日（日）イースター ◇週題：マグダラのマリアに 主イエスが姿を現す

◇聖書：ヨハネによる福音書20章1～18節

週の初めの日、朝早く、まだ暗いうちに、マグダラのマリアは墓に行った。そして、墓から石が取

りのけてあるのを見た。そこで、シモン・ペトロのところへ、また、イエスが愛しておられたもう一

人の弟子のところへ走って行って彼らに告げた。「主が墓から取り去られました。どこに置かれてい

るのか、わたしたちには分かりません。」そこで、ペトロとそのもう一人の弟子は、外に出て墓へ行

った。二人は一緒に走ったが、もう一人の弟子の方が、ペトロより速く走って、先に墓に着いた。身

をかがめて中をのぞくと、亜麻布が置いてあった。しかし、彼は中には入らなかった。続いて、シモ

ン・ペトロも着いた。彼は墓に入り、亜麻布が置いてあるのを見た。イエスの頭を包んでいた覆いは、

亜麻布と同じ所には置いてなく、離れた所に丸めてあった。それから、先に墓に着いたもう一人の弟

子も入って来て、見て、信じた。イエスは必ず死者の中から復活されることになっているという聖書

の言葉を、二人はまだ理解していなかったのである。それから、この弟子たちは家に帰って行った。

マリアは墓の外に立って泣いていた。泣きながら身をかがめて墓の中を見ると、イエスの遺体の置

いてあった所に、白い衣を着た二人の天使が見えた。一人は頭の方に、もう一人は足の方に座ってい

た。天使たちが、「婦人よ、なぜ泣いているのか」と言うと、マリアは言った。「わたしの主が取り去

られました。どこに置かれているのか、わたしには分かりません。」こう言いながら後ろを振り向く

と、イエスの立っておられるのが見えた。しかし、それがイエスだとは分からなかった。イエスは言

われた。「婦人よ、なぜ泣いているのか。だれを捜しているのか。」マリアは、園丁だと思って言った。

「あなたがあの方を運び去ったのでしたら、どこに置いたのか教えてください。わたしが、あの方を

引き取ります。」イエスが、「マリア」と言われると、彼女は振り向いて、ヘブライ語で、「ラボニ」

と言った。「先生」という意味である。イエスは言われた。「わたしにすがりつくのはよしなさい。ま

だ父のもとへ上っていないのだから。わたしの兄弟たちのところへ行って、こう言いなさい。『わた

しの父であり、あなたがたの父である方、また、わたしの神であり、あなたがたの神である方のとこ

ろへわたしは上る』と。」マグダラのマリアは弟子たちのところへ行って、「わたしは主を見ました」

と告げ、また、主から言われたことを伝えた。

４月19日（日） ◇週題：弟子のトマスに 主イエスが姿を現す

◇聖書：ヨハネによる福音書20章19～29節

その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自分たちのいる家の戸に鍵

をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。

そう言って、手とわき腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。イエスは重ねて言われ

た。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしになったように、わたしもあなたがた

を遣わす。」そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい。だれの罪でも、

あなたがたが赦せば、その罪は赦される。だれの罪でも、あなたがたが赦さなければ、赦されないま

ま残る。」

十二人の一人でディディモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき、彼らと一緒にいなかった。

そこで、ほかの弟子たちが、「わたしたちは主を見た」と言うと、トマスは言った。「あの方の手に釘

の跡を見、この指を釘跡に入れてみなければ、また、この手をそのわき腹に入れてみなければ、わた

しは決して信じない。」さて八日の後、弟子たちはまた家の中におり、トマスも一緒にいた。戸には

みな鍵がかけてあったのに、イエスが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平和があるように」と言わ

れた。それから、トマスに言われた。「あなたの指をここに当てて、わたしの手を見なさい。また、

あなたの手を伸ばし、わたしのわき腹に入れなさい。信じない者ではなく、信じる者になりなさい。」

トマスは答えて、「わたしの主、わたしの神よ」と言った。イエスはトマスに言われた。「わたしを見

たから信じたのか。見ないのに信じる人は、幸いである。」

４月26日（日） ◇週題：祈りとは

◇聖書：マタイによる福音書6章5～8節

「祈るときにも、あなたがたは偽善者のようであってはならない。偽善者たちは、人に見てもらお

うと、会堂や大通りの角に立って祈りたがる。はっきり言っておく。彼らは既に報いを受けている。

だから、あなたが祈るときは、奥まった自分の部屋に入って戸を閉め、隠れたところにおられるあな

たの父に祈りなさい。そうすれば、隠れたことを見ておられるあなたの父が報いてくださる。また、

あなたがたが祈るときは、異邦人のようにくどくどと述べてはならない。異邦人は、言葉数が多けれ

ば、聞き入れられると思い込んでいる。彼らのまねをしてはならない。あなたがたの父は、願う前か

ら、あなたがたに必要なものをご存じなのだ。

５月３日（日） ◇週題：主の祈り

◇聖書：マタイによる福音書6章9～15節

だから、こう祈りなさい。

『天におられるわたしたちの父よ、

御名が崇められますように。

御国が来ますように。

御心が行われますように、天におけるように地の上にも。

わたしたちに必要な糧を今日与えてください。

わたしたちの負い目を赦してください、わたしたちも自分に負い目のある人を赦しましたように。

わたしたちを誘惑に遭わせず、悪い者から救ってください。』

もし人の過ちを赦すなら、あなたがたの天の父もあなたがたの過ちをお赦しになる。しかし、もし

人を赦さないなら、あなたがたの父もあなたがたの過ちをお赦しにならない。」


